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（
六
一
・
八
％
）
の
児
童
・
生
徒
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
帰

国
、
日
本
の
学
校
へ
転
校
、
自
宅
待
機
（
不
就
学
）

な
ど
、
就
学
状
況
に
変
化
を
生
じ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
多
く
の
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
は
、
在
籍
者
の
支
払
う

授
業
料
収
入
に
依
存
し
て
学
校
経
営
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
児
童
・
生
徒
数
の
激
減
に
伴
い
、
経
済
危

機
以
降
の
二
〇
〇
八
年
十
一
月
か
ら
二
〇
一
〇
年
二

月
ま
で
の
わ
ず
か
一
六
カ
月
間
で
、
一
八
校
が
学
校

閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
六
月
に
託

児
所
を
含
め
て
一
一
〇
校
あ
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
は
、

二
〇
一
〇
年
二
月
に
は
八
一
校
ま
で
に
減
少
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
は
、
児
童・

生
徒
が
安
心
し
て
継
続
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を
強
く
望
ん
で
い
る
。

文
部
科
学
省
委
託
研
究
「
平
成
二
一
年
度
外
国

人
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究
」
と
し
て
、
二
〇
〇

二
〇
〇
八
年
秋
の
未
曾
有
の
経
済
危
機
に
よ
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
人
住
民
の
雇
用
状
況
は
大
き
く
変
動
し

た
。
そ
の
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
に
通
っ
て
い
た
多

く
の
子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
の
失
業
等
の
理
由

に
よ
り
授
業
料
の
支
払
い
が
難
し
く
な
り
、
経
済

的
な
理
由
か
ら
就
学
が
継
続
で
き
な
い
状
況
に
置

か
れ
た
。

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
で
構
成
さ

れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
協
議
会
（Associação das 

Escolas B
rasileiras no Japão

、
以
下
「
Ａ
Ｅ
Ｂ

Ｊ
」
と
記
す
）
は
、
日
本
政
府
と
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
の

間
の
「
教
育
に
関
す
る
二
国
間
協
議
」
の
た
め
に

実
態
把
握
を
行
っ
た
。
デ
ー
タ
が
確
認
で
き
た
七
三

校
に
つ
い
て
Ａ
Ｅ
Ｂ
Ｊ
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
二
〇
〇

八
年
六
月
に
一
万
一
四
二
九
人
の
児
童
・
生
徒
が
在

籍
し
て
い
た
が
、
経
済
危
機
直
後
の
二
〇
〇
八
年
一

は
じ
め
に

ど
ん
な
研
究
で
あ
っ
た
か

経
済
不
況
で
苦
境
に
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
の
実
態

̶
「
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
等
の
準
学
校
法
人
設
立
・

各
種
学
校
認
可
の
課
題
」
研
究
か
ら

〇
月
に
は
在
籍
数
が
八
〇
〇
三
人
に
減
少
し
、
二
〇

〇
九
年
六
月
に
は
四
三
八
〇
人
ま
で
に
激
減
し
て
い

た（
図
参
照
）。
つ
ま
り
、
こ
の
一
年
間
で
七
〇
四
九
人

経
済
不
況
で
苦
境
に
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
の
実
態

̶
「
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
等
の
準
学
校
法
人
設
立
・

各
種
学
校
認
可
の
課
題
」
研
究
か
ら愛

知
淑
徳
大
学
専
任
講
師　

小
島　

祥
美

図：ブラジル学校に在籍する児童・生徒数の推移 （単位：人）
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九
年
一
〇
月
末
よ
り
筆
者
は
、「
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校

等
の
準
学
校
法
人
設
立
・
各
種
学
校
認
可
の
課
題
」

に
取
り
組
ん
だ
（
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
）。
研
究

に
あ
た
っ
て
は
、
外
国
人
の
生
活
や
教
育
に
豊
富

な
経
験
を
有
す
る
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
当
該
地

域
の
地
方
自
治
体
の
多
彩
な
担
当
・
関
係
者
や
、

ブ
ラ
ジ
ル
学
校
へ
の
支
援
の
実
績
と
各
校
の
状
況

に
詳
し
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
は
じ
め
、
行
政
書
士
、

弁
護
士
等
か
ら
も
参
加
い
た
だ
き
、
研
究
班
（
実

行
委
員
）
を
構
成
し
、
調
査
内
容
別
に
研
究
を
進

め
た
。

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
時
点
に
お
い
て
無
認
可
の
ブ

ラ
ジ
ル
学
校
の
う
ち
、
本
研
究
お
よ
び
そ
の
成
果

が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

Instituto E
ducacional C

entro N
ippo-

B
rasileiro

（
群
馬
県
大
泉
町
）、Escola Alegria 

de Saber

（
愛
知
県
豊
橋
市
、
豊
田
市
、
碧
南
市
、

三
重
県
鈴
鹿
市
、
静
岡
県
浜
松
市
に
所
在
し
て
い

る
が
、
同
一
の
経
営
母
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
校
と

す
る
）、C

olégio Latino de Shiga

（
滋
賀
県
近

江
八
幡
市
）、C

olégio Isaac N
ew
ton

（
岐
阜
県

美
濃
加
茂
市
）
の
計
四
校
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
と
し

て
抽
出
し
た
。
そ
し
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
が
準
学
校

法
人
設
立
お
よ
び
各
種
学
校
認
可
取
得
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
の
課
題
を
具
体
的
に
解
決
し
な
が
ら
、

実
際
に
認
可
取
得
す
る
た
め
の
支
援
（
サ
ポ
ー
ト
）

を
行
う
と
い
う
実
践
的
研
究
を
実
施
し
た
。

本
研
究
に
よ
り
、
無
認
可
の
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
が

準
学
校
法
人
設
立
お
よ
び
各
種
学
校
認
可
取
得
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
直
面
す
る
課
題
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

共
通
す
る
具
体
的
な
課
題
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル

学
校
側
が
、
①
各
種
学
校
の
法
的
位
置
づ
け
、
②

各
種
学
校
設
置
に
関
し
て
の
「
私
立
学
校
」
お
よ

び
「
学
校
法
人
」
の
意
味
、
③
各
種
学
校
の
認
可

と
準
学
校
法
人
の
設
立
認
可
の
意
味
、
④
各
種
学

校
設
置
と
準
学
校
法
人
設
立
の
利
点
、
⑤
申
請
手

続
き
の
手
順
、
⑥
申
請
に
か
か
わ
る
必
要
書
類
、

⑦
各
種
学
校
化
し
た
学
校
の
実
践
事
例
、
の
七
点

を
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
具
体
的
な
解
決
法
と
し
て
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
校
が
準
学
校
法
人
設
立
お
よ
び
各
種
学
校
認
可

取
得
を
進
め
て
い
く
な
か
で
得
た
資
料
、
事
例
、

様
式
の
う
ち
他
校
に
お
い
て
も
参
考
と
な
る
で
あ

ろ
う
も
の
を
蓄
積
し
、
そ
れ
ら
を
わ
か
り
や
す
く

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
ま
と
め
、
日
本
語
と
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
の
二
言
語
で
作
成
し
た
。

作
成
し
た
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
自
治
体
国
際
化

協
会
が
管
理
お
よ
び
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
多

文
化
共
生
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の
「
と
も
に
子
ど

も
を
育
て
る
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
公
開
し
、
誰
も
が

利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
（
二
〇
一
〇
年

度
中
に
公
開
予
定
）。

二
〇
一
〇
年
三
月
一
三
日（
土
）、
名
古
屋
市
内
に

お
い
て
、
各
種
学
校
認
可
取
得
へ
向
け
た
意
欲
や

関
心
を
持
つ
無
認
可
の
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
を
は
じ
め
、

c研究報告会・第2部　パネルディスカッション

一
般
公
開
に
よ
る

研
究
報
告
会
の
開
催

研
究
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

自
治
体
関
係
者
、
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
支
援
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
関
係
者
に
も
広
く
共
有
で
き
る
こ
と
を

め
ざ
し
、
公
開
報
告
会
（
公
開
セ
ミ
ナ
ー
）
を
二

部
構
成
で
開
催
し
た
。
会
場
で
は
全
参
加
者
に
日

本
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
同
時
通
訳
機
材
を
配
布

し
、
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
関
係
者
と
本
研
究
班
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
な
も
の
に
し
た
。

第
一
部
で
は
、
四
校
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
の
認
可
取

得
に
か
か
わ
る
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
実
践
的
研
究
の

概
要
に
つ
い
て
担
当
し
た
研
究
者
が
各
学
校
別
に

報
告
し
た
後
、
志
水
宏
吉
氏
（
大
阪
大
学
教
授
）

に
よ
る
講
演
と
続
い
た
。
第
二
部
で
は
、
当
日
参

加
者
に
無
料
配
布
し
た
日
本
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

を
並
記
し
た
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
資
料
を
用
い

な
が
ら
、
ま
ず
準
学
校
法
人
設
立
お
よ
び
各
種
学
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校
認
可
取
得
に
か
か
わ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
内
容
に
つ
い

て
報
告
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
駐
日
ブ
ラ
ジ
ル
大

使
館
の
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
担
当
で
あ

る
パ
ト
リ
シ
ア
・
バ
ル
ボ
ザ
・
リ
マ
・
コ
ル
テ
ス
氏

（
一
等
書
記
官
）
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
た
研
究

班
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

リ
リ
ア
ン
・
テ
ル
ミ
・
ハ
タ
ノ
氏
（
現
・
近
畿
大

学
准
教
授
）
は
、
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
学

校
の
実
態
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
の
安
定
し
た
経

営
と
安
定
し
た
教
育
環
境
の
一
つ
と
し
て
の
各
種
学

校
化
の
重
要
性
を
述
べ
た
。
加
え
て
森
和
重
氏（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
）
は
、
公
益

法
人
に
な
っ
て
も
や
は
り
採
算
性
を
基
盤
に
考
え

な
い
と
い
け
な
い
と
し
た
。

小
貫
大
輔
氏
（
東
海
大
学
准
教
授
）
は
、
す
で

に
各
種
学
校
に
な
っ
た
学
校
へ
の
聞
き
取
り
調
査

か
ら
、
各
種
学
校
に
な
る
こ
と
で
社
会
的
認
知
は

得
ら
れ
た
い
っ
ぽ
う
、
助
成
金
が
少
な
い
た
め
経

営
が
安
定
す
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
と
い
う

回
答
を
得
た
こ
と
を
示
し
、
各
種
学
校
に
な
る
こ

と
は
途
中
段
階
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
た
。

続
い
て
、
安
定
し
た
教
育
環
境
と
し
て
の
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
教
育
の
必
要
性
も
大
き
な
課
題
と
し
て

提
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
林
伍
彦
氏
（
美
濃
加
茂
市

教
育
長
）
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
に
対
し
て
日
本
語

教
育
の
充
実
の
た
め
、
市
で
雇
用
す
る
教
職
員
を

日
本
語
教
育
支
援
の
た
め
に
派
遣
す
る
こ
と
や
、

教
員
間
の
交
流
、
日
本
語
教
材
の
提
供
な
ど
の
可

能
性
に
言
及
し
た
。

パ
ト
リ
シ
ア
氏
か
ら
は
、
ど
ん
な
国
籍
で
あ
っ
て

も
子
ど
も
の
教
育
は
大
切
で
あ
り
、
子
ど
も
が
学

校
に
行
か
な
い
こ
と
を
望
ん
で
は
い
な
い
こ
と
、
最

終
目
的
は
「
子
ど
も
の
教
育
」
で
あ
る
こ
と
を
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
述
べ
た
。

続
い
て
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
疑
応
答
に
移
り
、
ブ

ラ
ジ
ル
学
校
関
係
者
か
ら
活
発
な
質
問
が
あ
っ
た
。

多
か
っ
た
質
問
は
、
経
営
安
定
問
題
と
卒
業
者
の

高
校
進
学
問
題
で
あ
っ
た
。

国
内
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
の
ほ
か
、
百
年
の
歴

史
を
持
つ
中
華
学
校
、
最
大
の
学
校
数
・
学
生
数

の
朝
鮮
学
校
、
韓
国
学
校
、
イ
ン
ド
学
校
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
学
校
な
ど
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
お
よ
び

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
外
国
人
学

校
が
、
全
国
に
一
九
八
校
所
在
す
る
（
表
参
照
）。
設

立
の
経
緯
や
規
模
も
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
い
ず
れ
も

子
ど
も
に
と
っ
て
大
切
な
学
び
舎
で
あ
る
こ
と
は

共
通
点
で
あ
る
。

未
来
に
希
望
や
夢
を
抱
く
こ
と
が
で
き
ず
に
学

校
に
行
け
な
く
な
っ
た
り
、
健
康
が
守
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
り
、
保
護
者
と
会
話
が
で
き
ず
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
い
、
自
尊
感
情
を
傷
つ
け
ら
れ

る
状
態
に
、
外
国
人
の
子
ど
も
を
こ
れ
以
上
放
置

し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
も
う
こ
れ
以
上
に

苦
し
み
や
困
難
を
外
国
人
の
子
ど
も
に
与
え
た
く

な
い
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

概
要

今
後
の
課
題

出典／多民族共生教育フォーラム2008資料集より加筆（2010年3月一部修正）

表：国内における外国人学校と各種学校認可状況　　　   （単位：校）

学校種別 学校数 うち、各種学校認可校数

ブラジル 81 11 13.6%

中華 5 5 100.0%

朝鮮 73 73 100.0%

韓国 4 1 25.0%

国際 24 21 87.5%

その他 11 3 27.3%

計 198 114 57.6%

日
本
が
す
で
に
批
准
す
る
国
際
人
権
条
約
で

は
、
外
国
人
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
「
教

育
へ
の
権
利
」
を
明
文
で
保
障
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
外
国
人
学
校
の
制
度
的
保
障
を
実
現
す

る
こ
と
は
急
務
で
あ
る
。
日
本
に
暮
ら
す
す
べ

て
の
外
国
人
の
子
ど
も
の
教
育
環
境
の
改
善
と

向
上
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
も
研
究
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
。

参
考
文
献

・
文
部
科
学
省
委
託
研
究
平
成
二
一
年
度
外
国
人
教
育
に
関
す

る
調
査
研
究
報
告
書
「
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
等
の
準
学
校
法
人

設
立
・
各
種
学
校
認
可
の
課
題
（
研
究
代
表
者 

中
村
安
秀
）」

二
〇
一
〇
年
三
月
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